
心
肺
蘇
生
法
（C

a
r
d
i
o
p
u
l
m
o
n
a
r

y
R
e
s
u
s
c
i
t
a
t
i
o
n
:

Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
と

は
、
呼
吸
が
停
止
し
心
臓
も
動
い
て

い
な
い
と
見
ら
れ
る
人
の
救
命
へ
の

チ
ャ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
行
う

緊
急
処
置
法
で
す
。
主
に
呼
吸
及
び

循
環
の
機
能
回
復
を
図
る
た
め
の
補

助
方
法
を
言
い
ま
す
。

従
来
、
心
肺
蘇
生
法
は
心
肺
機
能

の
回
復
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
、
心
肺
機
能
の
蘇

生
と
同
時
に
、
中
枢
神
経
機
能
（
脳
）

の
障
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
目
的

で
、
心
肺
脳
蘇
生
法
（C

a
r
d
i
o
p
u
l
m

o
n
a
r
y

C
e
r
e
b
r
a
l

R
e
s
u
s
c
i
t
a
t
i
o
n

:

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
と
も
呼
ば
れ
、
脳
蘇

生
を
考
慮
し
た
蘇
生
法
のq
u
a
l
i
t
y

o
f

l
i
f
e

～
生
活
の
質
～
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

心
肺
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

心
肺
蘇
生
法
の
成
立
は
、
１
９
７

４
年
ア
メ
リ
カ
心
臓
病
協
会
（A

m
e
r

ica
heart

association:

Ａ
Ｈ
Ａ
）

が
世
界
で
最
初
に
基
準
を
つ
く
り
、

以
後
4
～
5
年
ご
と
に
改
定
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
諸
外
国
で

の
心
肺
蘇
生
法
は
、
必
ず
し
も
そ
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
が

残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
克
服
し
、
心
肺
蘇

生
法
に
対
し
て
世
界
基
準
を
策
定
す

る
た
め
に
、
１
９
９
２
年
に
は
世
界

各
国
が
加
盟
す
る
国
際
蘇
生
連
絡
協

議
会
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
）
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
は
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
欧
州
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ア

フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
各
蘇

生
協
議
会
が
加
盟
国
で
あ
り
、
そ
の

地
域
を
代
表
と
す
る
医
師
・
看
護
師
・

研
究
者
ら
が
参
集
し
、
蘇
生
法
に
関

す
る
医
学
的
研
究
の
実
施
・
開
発
及

び
普
及
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
か
ら
は
、
日
本
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
台
湾
、
韓
国
、
中
国
が
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
招
聘
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
が
策
定
す
る
心
肺
蘇

生
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
科
学
的
な

エ
ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）
に
基
づ
い
て

作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
瞬
く
間
に

世
界
的
な
普
及
を
果
た
し
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
０
０

は
、
Ａ
Ｈ
Ａ
の
策
定
の
下
で
、
科
学

的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
裏
付
け
ら
れ
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
に
よ
り
合
意
を
得
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。
さ
ら
に
、
２
０

０
５
年
に
は
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発

表
さ
れ
、
そ
の
普
及
が
進
ん
で
い
ま

す
。

Ａ
Ｈ
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
０
５
に

よ
る
新
し
い
心
肺
蘇
生
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム①
体
動
な
し

o
r

無
反
応

↓

②
119
番
も
し
く
は
緊
急
コ
ー
ル

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
除
細
動
器
）
を
取
り
寄

せ
る

↓

③
気
道
確
保

呼
吸
の
確
認

↓

④
呼
吸
無
し
な
ら
、
2
回
呼
気
吹
き

込
み
、
胸
部
挙
上
確
認

↓

⑤
反
応
な
け
れ
ば
脈
拍
確
認

10
秒
以
内
に
確
実
に
脈
拍
を
触
知

で
き
る
か
？

↓

↓

Ａ
．
脈
拍
触
知

脈
拍
な
し

o
r

可
能

10
秒
で
確
認
で

↓

き
ず

５
～
６
秒
毎
に

１
回
の
呼
気
吹

き
込
み

↓

脈
拍
再
チ
ェ
ッ
ク

↓

⑥
30
回
の
胸
部
圧
迫
＋
12
回
の
呼
気

吹
き
込
み

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
救
急
隊
が
来
る
ま
で
、

も
し
く
は
体
動
が
み
ら
れ
る
ま
で

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
強
く
早
く
、

一
回
一
回
確
実
に
力
を
抜
く
。

中
断
す
る
時
間
は
極
力
短
く
。

↓

⑦
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
除
細
動
器
）
到
着

↓

⑧
心
電
図
解
析

シ
ョ
ッ
ク
は
必
要

か
？

シ
ョ
ッ
ク
必
要

↓

シ
ョ
ッ
ク
は
１
回

す
ぐ
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
再
開５

サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
ク
不
要

↓

す
ぐ
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
再
開

各
５
サ
イ
ク
ル
後
、
心
電
図
の
再

解
析

救
急
隊
が
到
着
す
る
か
、
も
し
く

は
体
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
続
け
る

※
⑤
お
よ
び
Ａ
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
の
み
施
行
し
ま
す
。
市
民

救
助
者
の
場
合
は
脈
拍
触
知
は
行
わ

ず
、
２
回
の
吹
き
込
み
後
す
ぐ
に
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

【
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
は
、
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職
業
上
（
警
察
官
、
消
防
官
、
ス
ポ
ー

ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
警
備
員
な

ど
）
、
傷
病
者
に
対
応
す
る
可
能
性

が
高
く
、
公
衆
の
健
康
管
理
に
あ
る

程
度
の
責
任
を
負
い
、
市
民
救
助
者

以
上
の
救
命
処
置
に
関
す
る
技
能
を

身
に
つ
け
た
人
を
指
し
ま
す
。
】

救
命
の
た
め
の
連
鎖

Ａ
Ｈ
Ａ
で
は
、
心
肺
蘇
生
過
程
と

し
て
、
救
命
の
た
め
の
連
鎖
を
次
の

４
つ
の
過
程
で
提
唱
し
て
い
ま
す
。

①
早
期
通
報

②
早
期
一
次
救
命
処
置

③
早
期
除
細
動

④
早
期
二
次
救
命
処
置

救
命
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
処
置
が

す
み
や
か
に
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

救
命
処
置
の
う
ち
、
特
殊
な
器
具

や
医
薬
品
を
用
い
ず
に
行
う
心
肺
蘇

生
法
を
一
次
救
命
処
置(

B
a
s
i
c

L
i
f

e
S
u
p
p
o
r
t
:

Ｂ
Ｌ
Ｓ)

と
呼
び
、
医

療
器
具
や
医
薬
品
を
使
用
し
て
、
医

師
や
医
療
従
事
者
と
共
に
行
う
救
命

処
置
の
こ
と
を
二
次
救
命
処
置
（A

d
v
a
n
c
e
d

C
a
r
d
i
a
c

L
i
f
e

S
u
p
p
o
r
t
:

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）
と
呼
び
ま
す
。

一
次
救
命
処
置
と
は
、
医
療
設
備

の
整
っ
た
場
所
で
二
次
救
命
処
置
が

行
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
脳
と
心
臓
に

酸
素
供
給
を
保
ち
、
救
命
率
の
低
下

を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
非
常
に
重

要
な
処
置
で
す
。

４
分
を
過
ぎ
て
か
ら
の
一
次
救
命

処
置
、
そ
し
て
12
分
を
過
ぎ
て
か
ら

の
二
次
救
命
処
置
で
は
、
ほ
ぼ
致
死

的
な
状
況
に
陥
り
ま
す
。
そ
ば
に
い

た
人
が
４
分
以
内
に
一
次
救
命
処
置

を
行
っ
た
場
合
の
生
存
率
は
43
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
４
分
を
経
過
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
生
存
率
は
26
％
と

約
半
分
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
そ
ば
に
居
合

わ
せ
た
人
に
よ
る
初
期
救
命
処
置

（B
y
s
t
a
n
d
e
r

C
P
R

）
の
重
要
性
が

わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
心
肺
停
止
か
ら
の
生
還
に

は
、
迅
速
な
除
細
動
を
行
う
こ
と
が

最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

一
次
救
命
処
置
に
お
け
る
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（a

u
t
o
m
a
t
e
d

e
x
t
e

r
n
a
l

d
e
f
i
b
r
i
l
l
a
t
o
r
:

Ａ
Ｅ
Ｄ
）

使
用
に
よ
り
、
除
細
動
器
を
使
用
で

き
る
人
が
増
え
、
心
肺
停
止
か
ら
除

細
動
ま
で
の
時
間
が
短
縮
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

心
肺
停
止
の
場
合
、
除
細
動
ま
で

の
時
間
は
5
分
以
内
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
心
肺
停
止
後
、
除
細
動
の
実
施

が
1
分
遅
れ
る
ご
と
に
救
命
率
が
７

～
10
％
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

傷
病
者
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
救
急
要

請
、
そ
し
て
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
所
要
時
間
を
考
え
る
と
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
救
助
者
に
よ
る
適

切
な
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺
蘇
生
）
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に
よ

る
早
期
の
除
細
動
の
実
施
が
傷
病
者

の
予
後
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

～
お
わ
り
に
～

心
停
止
の
原
因
と
し
て
、
心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
、
外
傷
性
シ
ョ
ッ
ク
、

溺
水
、
異
物
窒
息
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
心
肺
蘇
生
の
基
本
的
処
置
は

す
べ
て
に
共
通
し
ま
す
。

日
本
で
は
、
２
０
０
４
年
に
厚
労

省
か
ら
一
般
市
民
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
駅
や
空
港
、

公
共
施
設
な
ど
多
く
人
が
集
ま
る
よ

う
な
場
所
へ
、
徐
々
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
場
所
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
日
本
赤
十
字
社
や
消
防
本
部
な

ど
が
開
催
す
る
市
民
救
命
講
習
も
増

え
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
参
加
が
望

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
の
日
本
救
急
医
学
会
関
東
地

方
会
の
研
究
班
の
報
告
に
よ
る
と
、

呼
吸
が
止
ま
っ
て
も
12
分
程
度
は
血

液
中
の
酸
素
濃
度
が
そ
れ
ほ
ど
下
が

ら
な
い
こ
と
や
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
際
の
胸
の
動
き
で
、
空
気
が
肺
に

送
り
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
効
果
が
十
分
得
ら

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｈ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
心
臓

病
協
会
）
に
よ
る
と
、
成
人
の
20
％

が
一
次
救
命
処
置
を
習
得
す
る
こ
と

で
、
院
外
に
お
け
る
心
肺
停
止
症
例

の
救
命
率
は
改
善
さ
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
に
ど
ん
な

救
助
が
で
き
る
の
か
、
決
し
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
ど
お
り
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
尻
込
み
せ
ず
に
、
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
の
で
き
る
市
民
救
助
者

が
増
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。

万
が
一
の
緊
急
事
態
に
備
え
て
、

こ
の
機
会
に
市
民
講
習
な
ど
へ
参
加

し
、
実
際
に
体
験
し
て
み
る
の
も
よ

い
か
と
思
い
ま
す
。

【
今
月
の
記
事

看
護
師

菅
原
】
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年
末
年
始
の
休
診
の
お
知
ら
せ

12
月
30
日(

日)

～
1
月
6
日(

日)

ま
で
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
休
診
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

尚
、
12
月
26
日(

水)

と
1
月
7

日(

月)

は
午
後
も
診
療
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

お
薬
が
切
れ
な
い
よ
う
に
ご
予

約
を
お
取
り
致
し
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
皆
様
に
は
何
か
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
何
か
と
不
行
き
届

き
の
点
も
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
生
懸

命
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
来
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
。【

事
務
長

奈
良
】


